






















　他人の図表をそのまま使う時には、図表の下に「出所」を示します。

（例）図表3-1　コール市場残高2002年 3月末

　自分で作成した図表でも、もとの統計を「資料」として明記します。ここで「作成した」

というのは、加工・計算・グラフ作成という意味です。作成方法を本文で示していない場

合には、図表の下に注をつけて、作成方法を説明しておきます。

（例） 図表1-1　18歳人口の推移（4／1付）
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　論文には、しばしば次のような「注」が付けられます。本文の注釈箇所に注番号を上付

きの小さな数字で打ち、章末やページ下に注の内容を書きます。

　注は、論文の中で次のような場合に付けます。

　第1は出典・引用元の指示で、これは本章で説明してきたとおりです。

　第２は、補足説明です。関連する問題に関する参考文献──たとえば1990年代日本の金

融問題を論じる論文中で90年代韓国の金融危機に関する参考文献を注で挙げておくような

場合です。あるいは、本文の論理の流れからは外れるがテーマとは関係する問題──たと

えば、本文で統計分析しているときに、その統計学的手法について注で説明するような場

合です。ただし、注が多いと煩雑で読みにくいので、注はなるべく最小限にすべきで、補

足説明はなるべく本文に組み込むのが望ましいでしょう。

　補足説明が長くて独立性の高い場合には、補論として本論の後に付けるという方法もあ

ります。経済学の論文では数学的な証明を「数学注」という名の補論としてしばしば付け

ます。
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